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１ 納豆、クロレラ、青汁、ブロッコリー、ホウレンソウは禁止。 

２ 
緑葉野菜はとくに制限はありませんが、一時的な大量あるいは少量摂取は避け、

普通量をコンスタントに摂取してください。 

３ 偏食、大量飲酒をしないこと。 

参考：エーザイ株式会社「ワーファリンの適正使用情報」、その他 

文責： 井上典子（医長） 

 

 

 

 

 

 

当検査センターでは、ルーチン検査以外にも健診業務真っ只中です。

内訳としては、学童尿検診が約 4万 5千人、学童心臓病検診が約 2万 5千人、教職員

健診、学童蟯虫検査、企業の検便検査、従業員血液検査、そして耳鼻科検診器具の滅

菌および貸出し業務が約 15万本等、また、夏休みになると姿勢検診も始まります。

毎年恒例のこの時期は、季節感を味わうゆとりもなく、気がつけばいつのまにか桜

も散り、フラワーフェスティバルも終わり、あっという間に夏を迎えています。

職員一同頑張っております。よろしくお願いいたします。

山﨑 雅昭（検査科技師長）
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ワーファリン投与時に注意しなければいけない食物は何でしょうか？

お問合せ：学術データインフォメーション（DI）まで 

0120-14-8734（フリーダイヤル） / 082-247-4325（ダイヤルイン）

■ビタミン Kが多く含まれる食品はワーファリンの効き目を打ち消します。

■アルコールが血中にある場合、ワーファリンの作用が増強されます。
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